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全
年
代
で
進
む
読
書
離
れ

特
に
若
年
層
は
深
刻
で
す

　
読
書
離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市
立

　
読
書
離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市
立

図
書
館
の
年
間
貸
出
冊
数
（
下
図
１
参

図
書
館
の
年
間
貸
出
冊
数
（
下
図
１
参

照
）
を
見
る
と
、
合
併
し
た
平
成

照
）
を
見
る
と
、
合
併
し
た
平
成
1717
年
は
年
は

6161
万
４
７
１
８
冊
。
そ
の
後
、
年
々
減
少

万
４
７
１
８
冊
。
そ
の
後
、
年
々
減
少

を
続
け
、
昨
年
度
は

を
続
け
、
昨
年
度
は
3232
万
３
４
３
２
冊
と

万
３
４
３
２
冊
と

1717
年
で
約
半
数
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

年
で
約
半
数
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
８
月
に
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

　
ま
た
、
市
が
８
月
に
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

登
録
者
を
対
象
に
実
施
し
た
月
間
読
書
冊

登
録
者
を
対
象
に
実
施
し
た
月
間
読
書
冊

数
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
下
図
２
参
照
）
で
は
、

数
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
下
図
２
参
照
）
で
は
、

約約
4444
％
が
１
カ
月
に
本
を
１
冊
も
読
ま
な

％
が
１
カ
月
に
本
を
１
冊
も
読
ま
な

い
と
回
答
。

い
と
回
答
。
2020
代
以
下
で
月
５
冊
以
上
読

代
以
下
で
月
５
冊
以
上
読

む
と
回
答
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

む
と
回
答
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

若
年
層
の
読
書
離
れ
は
特
に
深
刻
で
す
。

若
年
層
の
読
書
離
れ
は
特
に
深
刻
で
す
。

情
報
化
社
会
だ
か
ら
こ
そ

重
要
性
を
増
す
子
ど
も
の
読
書

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
り
た
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
り
た
い

情
報
が
即
座
に
入
手
で
き
る
現
代

情
報
が
即
座
に
入
手
で
き
る
現
代
。。
検
索
す

検
索
す

れ
ば
れ
ば
、、
す
ぐ
に
答
え
に
た
ど
り
着
け
る
も
の

す
ぐ
に
答
え
に
た
ど
り
着
け
る
も
の

のの
、、
答
え
に
至
る
過
程
が
少
な
い
た
め
、
理

答
え
に
至
る
過
程
が
少
な
い
た
め
、
理

解
は
浅
く
な
り
が
ち
で
す

解
は
浅
く
な
り
が
ち
で
す
。。
一
方
一
方
、、
知
り
た

知
り
た

い
情
報
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
時
間
が
か

い
情
報
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
本
で
す
が

か
る
本
で
す
が
、、
そ
の
過
程
で
思
考
力
や

そ
の
過
程
で
思
考
力
や

想
像
力
が
養
わ
れ

想
像
力
が
養
わ
れ
、、
理
解
も
深
ま
り
ま
す
。

理
解
も
深
ま
り
ま
す
。

　
膨
大
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現
代
で

　
膨
大
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現
代
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分
で
考
え
、
判

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分
で
考
え
、
判

断
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
正
し
い

断
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
正
し
い

判
断
を
下
す
に
は
、
膨
大
な
情
報
を
整
理

判
断
を
下
す
に
は
、
膨
大
な
情
報
を
整
理

し
て
、
取
捨
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
て
、
取
捨
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
知
識
や
経
験
が
乏
し
い
子
ど
も

し
か
し
、
知
識
や
経
験
が
乏
し
い
子
ど
も

に
と
っ
て
、
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
の
は

に
と
っ
て
、
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
の
は

至
難
の
業
。
ま
ず
は
、
本
か
ら
ベ
ー
ス
と

至
難
の
業
。
ま
ず
は
、
本
か
ら
ベ
ー
ス
と

な
る
知
識
を
学
び
、
そ
の
中
で
思
考
力
や

な
る
知
識
を
学
び
、
そ
の
中
で
思
考
力
や

想
像
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

想
像
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
習
コ
ス
パ
最
高
の
読
書

利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん

　
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
読
書
す

　
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
読
書
す

る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
も
の
を
得
る
こ
と

る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
も
の
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、「
読

が
で
き
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、「
読

書
に
よ
る
学
習
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

書
に
よ
る
学
習
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」。
本
の
著
者
は
そ
の
分
野
の
一
流
の

ス
」。
本
の
著
者
は
そ
の
分
野
の
一
流
の

人
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
の
本
に

人
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
の
本
に

は
一
流
に
な
る
ま
で
の
成
功
体
験
と
共

は
一
流
に
な
る
ま
で
の
成
功
体
験
と
共

に
、
成
功
に
至
る
ま
で
の
思
考
プ
ロ
セ
ス

に
、
成
功
に
至
る
ま
で
の
思
考
プ
ロ
セ
ス

も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　　
例
え
ば
、
一
流
の
料
理
人
に
料
理
を
教

例
え
ば
、
一
流
の
料
理
人
に
料
理
を
教

え
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ら
、
料
理
教
室

え
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ら
、
料
理
教
室

に
通
う
な
ど
か
な
り
の
お
金
が
必
要
で
す
。

に
通
う
な
ど
か
な
り
の
お
金
が
必
要
で
す
。

一
方
、
本
で
あ
れ
ば
一
流
料
理
人
が
書
い

一
方
、
本
で
あ
れ
ば
一
流
料
理
人
が
書
い

た
も
の
を
数
千
円
で
買
う
こ
と
が
で
き
ま

た
も
の
を
数
千
円
で
買
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
著
者
が
数
カ
月
、
と
き
に
は
年
単
位

す
。
著
者
が
数
カ
月
、
と
き
に
は
年
単
位

の
時
間
を
か
け
て
完
成
さ
せ
る
本
。
大
人

の
時
間
を
か
け
て
完
成
さ
せ
る
本
。
大
人

と
い
え
ど
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
い
え
ど
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

読
書

本
か
ら
得
る
知
識
は
誰
に
も
奪
わ
れ
な
い
あ
な
た
だ
け
の
宝
物

　インターネット上に膨
大な情報があふれている
現代。スマートフォンな
どで時間や距離を気にせ
ず情報収集できる一方で、
読書離れが進んでいます。
しかし、情報があふれる
現代だからこそ、思考力
などを養う読書の重要性
は増しているのです。

　
20
年
ほ
ど
毎
月
２
回
程

度
、
城
内
小
学
校
で
児
童

へ
の
読
み
聞
か
せ
を
続
け

て
い
ま
す
。
本
は
読
む
こ

と
で
、
そ
こ
に
書
い
て
あ

る
こ
と
を
自
分
が
経
験
し

た
か
の
よ
う
な
疑
似
体
験

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
か

ら
得
た
新
し
い
知
識
や
発
見

で
、
知
る
世
界
が
ど
ん
ど
ん

広
が
っ
て
い
き
、
毎
日
を
ち

ょ
っ
と
豊
か
に
で
き
ま
す
。

　
た
だ
、
読
書
は
無
理
に

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
読
書
を
楽
し

む
こ
と
が
一
番
大
切
。
読

書
に
苦
手
意
識
が
あ
る
人

は
、
興
味
が
あ
る
分
野
の

本
を
め
く
っ
て
、
面
白
そ

う
だ
っ
た
と
き
だ
け
借
り

て
読
め
ば
い
い
ん
で
す
。

そ
ん
な
都
合
が
い
い
こ
と

が
で
き
る
図
書
館
が
市
内

に
は
７
館
も
あ
り
ま
す
よ
。 竹下 寛

ひ ろ こ

子  代表

城内小学校読み聞かせボランティア
ポケットおはなし会

良いこと多すぎてビックリ良いこと多すぎてビックリ
私は本で動物たくさん覚えたよ私は本で動物たくさん覚えたよ

2

読書で毎日をちょっと豊かに。まずは楽しむことです

子
ど
も
と
大
人

ど
ち
ら
の
心
も
育
む

H17 R4H22 H26

60 万

50 万

40 万
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10 万

（冊）

H30

図1：市立図書館年間貸出冊数推移

本を開けば
飛び出す
ワクワク
ドキドキ

読書読書 1212メリットメリット 選選

想像力がつく

表現力が上がる

知識が深まる

疑似体験ができる

人生が豊かになる

感性が磨かれる

思考力が養われる

理解力がつく

学ぶ楽しさを
体験できる

探求心が培われる

語彙力が上がる 視野が広がる

（市立図書館提供）
図2：月間読書冊数

1冊も
読まない

43.6%

35.535.5%%
11冊、2冊冊、2冊

10%
3冊、4冊

3.6%
5冊、6冊

7.3
%

7冊以上

Ｑ：1カ月に何冊ほど
本を読んでいますか？

市公式 LINE 登録者
へのアンケート結果
回答者：110 人
実施期間：8/11 ～ 8/31

【
問
】
市
立
図
書
館
（
☎
74
・
４
１
１
１
）
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読
み
た
い
本
が
な
く
て
も

県
内
か
ら
取
り
寄
せ
ま
す

　「
読
み
た
い
本
は
あ
る
け
れ
ど
、

図
書
館
に
取
り
扱
い
が
な
い
」。
そ

ん
な
と
き
は
、
図
書
館
の
職
員
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
県
内
の
図

書
館
に
取
り
扱
い
が
あ
れ
ば
、
取

り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
新
し
く
発
売
さ
れ
た

本
」
や
「
話
題
の
あ
の
本
」
な
ど
、

あ
な
た
が
読
み
た
い
本
が
あ
れ
ば
、

図
書
館
へ
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
ま
す
。

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
記
入
し
て

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る
だ
け
。

し
か
も
、
リ
ク
エ
ス
ト
が
叶
っ
た

ら
最
初
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
り
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

図
書
館
を
目
指
し
て
、
職
員
た
ち

の
努
力
は
今
日
も
続
い
て
い
ま
す
。

図書館
すごいのよ
柳川が誇るってた？

知

市立図書館のスゴさ
データデータ
で比較で比較

種類 人口 蔵書数 1人当たり
蔵書数

柳川市 6万 5000人 47万 7000冊 7.34 冊

みやま市 3 万 7000 人 22 万 2000 冊 6.00 冊

大木町 1 万 4100 人 7 万 6000 冊 5.39 冊

大川市 3 万 3000 人 12 万 5000 冊 3.79 冊

八女市 6 万 2000 人 20 万 4000 冊 3.29 冊

久留米市 30 万 5000 人 85 万 8000 冊 2.81 冊

筑後市 5 万人 13 万 8000 冊 2.76 冊

大牟田市 11 万 2000 人 30 万 1000 冊 2.69 冊

普
段
見
れ
な
い
図
書
館
の
舞
台
裏
を
紹
介

本
の

一
生

図書館に
やってきた

　保存期間が過ぎた雑誌や役目を終え
た本は登録を削除。雑誌や本は、年に
1 回開催するリサイクルデーで無料配
布します。

5. 登録削除

4. 全 7館で巡回

　市内 7 館の蔵書に偏りが出ないよ
うに、毎月最終木曜の整理休館日に
本を巡回させます。毎月 900 冊ほど
の本が移動します。

きっと見つかる
あなたに

ピッタリの本

近
隣
で
ナ
ン
バ
ー
１

１
人
当
た
り
の
蔵
書
数

　
日
本
図
書
館
協
会
が
毎
年
全
国

の
図
書
館
の
蔵
書
数
や
貸
出
数
を

集
計
し
て
発
表
す
る
「
日
本
の
図

書
館
統
計
と
名
簿
」。
こ
の
情
報
を

基
に
、
近
隣
自
治
体
と
市
立
図
書

館
の
比
較
を
し
て
み
ま
し
た
。

　
柳
川
市
立
図
書
館
７
館
を
合
わ

せ
た
蔵
書
数
は
約
48
万
点
で
、
久

留
米
市
に
次
い
で
２
位
（
左
上
表

１
参
照
）。市
民
１
人
当
た
り
で
は
、

堂
々
の
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
恵
ま
れ
た
図
書
館
を
使

わ
な
い
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　蔵書数を人口で割った本市 1 人当たりの蔵書数は、
7.34 冊と近隣自治体の中でトップ。今年度は「良い図書
館のバロメーター（目安）」といわれる雑誌をさらに充実
させて、より親しまれる図書館を目指します。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に

読
書
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
こ
な
す

図
書
館
司
書
。
実
は

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
対

応
や
本
の
陳
列
は
業

務
の
ほ
ん
の
一
部
。

こ
こ
で
は
、
図
書
館

に
や
っ
て
き
た
本
が

図
書
館
か
ら
離
れ
る

ま
で
を
追
い
な
が
ら
、

普
段
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
司
書
の
仕
事

を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

1. 受け入れ・登録

　購入する書籍は年間約
6000 冊。貸し出し前に
1 冊ずつバーコードやカ
バーを付け、ラベルシー
ルを貼って登録します。

３
．
修
繕

　

返
却
さ
れ
る
中
に

は
、
ペ
ー
ジ
が
破
れ

て
い
た
り
外
れ
て
い

た
り
す
る
本
も
。
次

の
人
が
気
持
ち
よ
く

読
め
る
よ
う
に
、
の

り
付
け
な
ど
で
修
繕

し
ま
す
。
１
日
で
50

冊
修
繕
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

２
．
貸
出

　

最
初
は
新
刊
コ
ー

ナ
ー
に
並
べ
て
Ｐ
Ｒ
。

意
外
と
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、新
刊
は
貸

出
可
能
で
す
。
ま
た
、

月
ご
と
に
変
わ
る
特

設
コ
ー
ナ
ー
を
全
７

館
に
設
置
。
利
用
者

が
飽
き
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

「団体貸出」好評です
100冊以上の本を職員がお届け

　市立図書館の役割は市内の読書
活動を推進すること。そのため、
取り組みは図書館内だけにとどま
りません。あまり知られていませ
んが、個人だけでなく市内の各団
体へも本を貸し出しています。
　この「団体貸出」はとても好評で、
現在は市内小中学校の図書室や学
童保育のほとんどが利用していま
す。図書館職員が本を届けて、返
却時も職員が引き取りに行きます。
　市内の団体であれば、その規模
や種類は不問。高齢者施設や病院
なども利用できます。詳しくは、
市公式サイトで確認す
るか、市立図書館へ問
い合わせてください。
●貸出冊数　100冊以上300冊以下
●貸出期間　配送日から 1カ月間
●貸出種類　本のみ。雑誌や AV
資料は貸出不可

■表1　近隣自治体図書館との蔵書数比較

1
2

34

5

6

7
1　あめんぼセンター　　三橋図書館
　雲龍図書館　　両開分館　　昭代分館
　蒲池分館　　水の郷分室

図書館 MAP
2

3 4 5
6 7

参考文献：「日本の図書館統計と名簿 2022」
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子どもこそ図書館使わないと損します

　
10
月
27
日
か
ら
11
月
７
日
ま
で
は
「
秋
の

読
書
週
間
」。
そ
こ
で
今
回
は
、
普
段
か
ら

本
に
囲
ま
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
図
書
館
の

司
書
や
学
校
図
書
室
の
先
生
、
本
が
大
好
き

な
小
中
学
生
に
「
お
す
す
め
の
一
冊
」
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。

一
冊

三浦 裕
ひ ろ ゆ き

幸 さん 三橋図書館司書

　普段の生活で、なかなか気付くことがで
きない発見ができるのが読書の魅力ですね。

　仕事や人生に
行き詰まりを感
じて図書室を訪
れた人々に、司
書が本やサービ
ス を 案 内 し て、
それぞれが抱え
る悩みを解決し
ていく物語。作

中には実際に出版されている本が多数登場。
登場する本の中には「ぐりとぐら」「げんげ
と蛙」など、市立図書館に所蔵している作
品も。もちろんこの本も図書館にあるので
探してみてください。300 ページほどある
本ですが、5 つの短編に分かれているので、
とても読みやすいです。読み進めていくう
ちにだんだん引き込まれていき、一気に読
み終えしまいますよ。図書館を上手く活用
できていないと感じている人に、ぜひ読ん
でほしい 1 冊です。

　「お探し物は図書室まで」
青山美智子 / 著（ポプラ社）

図書室が舞台の物語です

大曲 陽
は る と

斗 大橋 泉
い ず み

水さん さん

　図書委員長です。分厚い本を読み切っ
たときの達成感は癖になりますね。

　読書中にどんどん想像がふくらみ、自
分の世界を楽しめるときが幸せです。

　「麒麟の翼」
東野圭吾 / 著（講談社）

　「チョコレート工場の秘密」
ロアルド・ダール / 著（評論社）

推理好きは見ないと損 お菓子好きに読んでほしい

教

好
え
て

き
な

　市立図書館では、子どもたちが利用しやすい
ように、さまざまな工夫を凝らしたりイベント
を企画したりしています。幼少期に身に付けた
読書習慣は一生もの。だから全力で子どもの読
書活動を応援します。分からないことがあれば
何でも図書館職員に聞いてください。

昭代中学校 3 年 垂見小学校 5 年

1万 3000点もの郷土偉人資料
　北原白秋や立花宗茂、雲龍久吉、など
柳川が輩出した多くの偉人。図書館に
ある郷土偉人の資料は約 1 万 3000 点。
これほど柳川の郷土資料が揃う場所は全
国探しても他にありません。

電子端末で簡単検索
　7 館全てにタッチパネル
操作の電子端末を設置。「子
どもモード」に切り替えれ
ば、小学生でも簡単にお目
当ての本を探せます。

おはなし会・読み聞かせ
　読み聞かせボランティアの協力で、小学生
以下を対象に、30 分ほどのおは
なし会を毎月開催しています。
日程は各館で異なるので、公式
サイトで確認してください。

6年生以下には専用バッグ贈呈
　初めて図書館利用者カードを作る小学
生以下の子どもには専用バ
ッグをプレゼント。まだ持
っていない人は、お近くの
図書館へお急ぎください。

　柳川市と大牟田市、みや
ま市、長洲町の 3 市 1 町は「あ
りあけ圏域電子図書館」を
共同で運営しています。イ
ンターネットに接続された
パソコンやスマートフォン
などがあれば、いつでもど
こでも読みたい本を借りて
読むことができます。詳し
くは、市公式サ
イトで確認して
ください。

いつでもどこでも
本が借りれる返せる
電子図書館便利です

informationpickup!

電子図書館の概要電子図書館の概要
●●��所蔵数所蔵数　　約 9000 タイトル約 9000 タイトル
●●�貸出点数　1 人 3 点まで
●●貸出期間　15 日　
●●�利用料　無料
●●�データ通信料　利用者負担
●●�予約　▷予約可能点数＝

1 人 3 点まで▷取り置き
期間＝ 7 日間

市立図書館は
子どもの読書活動を全力応援

秋の各種イベント秋の各種イベント
▷「ぐりとぐら」
の特集コーナー
▷秋の昭代読書
くじ▷蒲池分館 

「しおりにパチン」▷両開秋
の読書プレゼント▷三橋図
書館　「読書のおともに” し
おり” をど～ぞ !!」

　三橋を除く全館の休館日は
月曜。その他の休
館日は、開館カレ
ンダーで確認でき
ます。

10月の休館日10月の休館日

　 日 本 橋 の 上
で 胸 を 刺 さ れ
た 男 が 息 絶 え
る事件が発生。
捜 査 の 中 で、
胸 に ナ イ フ が
刺 さ っ た 瀕 死
の 状 態 で、 近
く の 交 番 に 助

けを求めていなかったという不可解な点
が明らかに。調査が進むにつれて男の不
可解な行動が次々と分かり、さらに謎が
深まります。終盤には散りばめられた伏
線が一気に回収され、真相が明らかに。
犯人は推理小説を何冊も読んでいる僕で
も驚く意外な人物でした。あまりの衝撃
に読み終えた後、すぐにもう一度読み返
したほど。僕のように推理好きな人はも
ちろん、普段推理小説を読まない人へも
自信を持っておすすめします。

　世界で一番
広くて世界一
有名な謎だら
けのチョコレ
ート工場が舞
台 の 本 で す。
工場を見学で
きるのは、世
界にたった 5

枚しかない黄金の切符を手にした子ども
だけ。工場の中には、子ども心をくすぐ
るアイデアがたくさんつまっていて、読
んでいてワクワクする夢のような世界が
広がっています。切符を手に入れた 5 人
の子どもと一緒に、チョコレート工場の
見学を楽しみませんか。小学生の私にと
っては少し難しい本でしたが、3 日ほど
で読み終えることができました。私のよ
うにお菓子や食べ物が好きな人は絶対に
楽しめると思うのでおすすめです。

徳永 幹
み き こ

子 さん 大和小学校司書

　児童に紹介したいと思える本に出会うと、
児童の反応が楽しみでワクワクします。

　ページをめく
るたびに、絵本
作家の塚本やす
しさんが描いた
迫力ある絵が飛
び込んできます。
子どもの多くが
大好物の寿司が

次々と登場するので、子どもへの読み聞か
せにぴったりの 1 冊です。海の中で泳いで
いる姿も描かれているので、寿司ネタにな
った姿と比べるのも楽しいですよ。読み聞
かせるときは、ぜひ「このすしなあに？」
と問いかけてください。きっと子どもたち
は大きな声で答えてくれるはず。塚本やす
しさんは、この本以外にも面白い絵本が多
いのでおすすめです。中でも「もうじゅう
はらへりくま」「ありがとうございます」「い
きものとこや」は市立図書館にあるので、
ぜひ読んでみてください。

　「このすしなあに」
塚本やすし / 著（ポプラ社）

子どもと楽しむ食育絵本


